
善
行
川
柳 

選
者 

東　
　

逸
平

○

蝉
カ
ッ
コ
ー　

鶯
仰
天　

積
る
雪北

海
道

齊
藤　
　

勉

評
／
季
節
外
れ
の
天
候
異
変
で
す
ね
。
北
国
に
住
む
作
者
の
実
感
か
ら

生
ま
れ
た
句
。
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
た
作
品
で
す
。

○

善
行
は　

温
い
心
で　

活
動
を

群
馬
県

横
江　
　

勇

評
／
（
ぬ
く
い
心
）
と
読
み
ま
す
。
善
行
は
温
か
い
心
が
無
け
れ
ば   

始
ま
り
ま
せ
ん
ね
。
ベ
テ
ラ
ン
に
し
て
は
少
し
平
凡
か
な
ぁ
。

○

善
行
の　

茶
道
具
寂
し　

母
待
ち
て東

京
都

松
田
多
恵
子

評
／
品
格
の
あ
る
秀
句
で
す
。
茶
の
わ
び
が
、
し
ん
し
ん
と
滲
ん
で
き

ま
す
。
独
特
の
作
風
が
生
ま
れ
そ
う
で
す
ね
。

○

被
災
地
に　

心
だ
け
で
も　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

静
岡
県

真
野　

和
代

評
／
同
感
で
す
。
心
情
が
見
事
に
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
者
も
、

い
つ
も
独
特
の
作
風
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
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支
部
だ
よ
り

　　

群
馬
県
・
北
毛
支
部

平
成
二
十
八
年
度
定
期

総
会
並
び
に
特
別
表
彰

善
行
金
章
・
銀
章
の   

伝
達
式
の
開
催

群
馬
県
・
北
毛
支
部
で
は
、

平
成
二
十
八
年
度
定
期
総
会

並
び
に
特
別
表
彰
善
行
金
・

銀
章
受
賞
者
に
対
す
る
伝
達

式
を
会
員
五
十
三
名
が
出
席

し
て
、六
月
五
日(

日)

「
ホ

テ
ル
松
本
楼
」
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
に
先
立

ち
、
去
る
五
月
十
四
日
、
明

治
神
宮
参
集
殿
に
お
い
て
特

別
表
彰
善
行
金
章
・
銀
章
を

受
賞
し
た
七
名
に
対
し
島
村

支
部
長
か
ら

そ
の
功
労
を

た
た
え
会
員

に
披
露
す
る

と
と
も
に
、

支
部
記
念
品

を
添
え
て
伝

達
を
行
い
ま

し
た
。

総
会
は
、
島
村
支
部
長
の

挨
拶
、
藤
田
耕
三
会
長
の

祝
電
披
露
に
続
き
、
平
成

二
十
七
年
度
の
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告

が
行
わ
れ
原
案
通
り
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
、
本
年
度

か
ら
、
副
支
部
長
を
一
名
増

員
し
、
よ
り
し
っ
か
り
し
た

活
動
が
出
来
る
よ
う
体
制
を

強
化
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
成
二
十
八
年

度
の
事
業
計
画
案
並
び
に
収

支
予
算
案
の
審
議
に
入
り
、

特
に
、
本
年
栃
木
県
で
開
催

さ
れ
る
「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
」
に
つ
い
て
は
、
会
員

で
盛
り
上
げ
て
い
く
事
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
支

部
の
創
立
二
十
周
年
で
あ
る

平
成
三
十
三
年
に
向
け
、
地

域
住
民
や
行
政
か
ら
も
評
価

さ
れ
て
い
る
「
白
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル(

青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル)

」
の
内
容
充
実
と
、

支
部
創
立
以
降
、
継
続
実
施

し
て
い
る
「
児
童
養
護
施
設

　　

福
島
県
支
部

平
成
二
十
八
年
度

の
総
会
を
終
え
て

福
島
県
支
部
の
総
会
は
、

四
月
十
六
日(

土)

郡
山
市

大
町
の
「
三
松
会
館
」
で
、

会
員
二
十
一

名
と
来
賓
二

名
の
出
席
の

も
と
、
無
事

終
了
し
ま
し

た
。今

年
度
は

東
北
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
会
の

当
番
支
部
と
し
て
、
十
一

月
八
〜
九
日
に
、
い
わ
き

の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ

ア
ン
ズ
で
開
催
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
度
か
ら
実
施
を
決
め

た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
清
掃
活
動
と
し
て
、
早

速
総
会
終

了
後
、
市

内
を
流
れ

る
藤
田
川

の
桜
ま
つ

り
の
会
場

周
辺
の
清

掃
を
有
志

で
行
い
ま

し
た
。

　　

愛
知
県
支
部

平
成
二
十
八
年
度

支
部
総
会
開
催

愛
知
県
支
部
の
本
年
度
支

部
総
会
は
、
平
成
二
十
八
年

五
月
二
十
八
日(

土)

名
古

屋
市
中
区
の
「
ロ
ー
ズ
コ
ー

ト
ホ
テ
ル
比
翼
」
に
て
会

員
十
八
名
の
参
加
（
欠
席

者
は
委
任
状
を
提
出
）
で

開
催
し
た
。

関
理
事
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
、
永
津
会
長
、
顧
問
の
中

里
市
会
議
員
の
挨
拶
の
あ

と
、
野
瀨
副
支
部
長
が
議
長

と
な
り
、
平
成
二
十
七
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
及
び
監
事
よ
り
の
監
査

報
告
が
報
告
さ
れ
、
異
議

な
し
の
声
で
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
平
成
二
十
八
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

の
説
明
が
さ
れ
、
異
議
な

し
の
声
で
承
認
さ
れ
支
部

総
会
は
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
を
開
催

し
各
自
の
活
動
報
告
等
が
な

さ
れ
た
。
支
部
長
よ
り
会
員

で
七
十
歳
以
上
で
現
在
も
活

動
中
の
方
を
対
象
に
、
善
行

会
で
は
皇
太
子
殿
下
御
接
見

の
栄
に
処

す
る
活
動

が
あ
る
こ

と
を
説
明

し
、
本
年

度
参
加
対

象
者
に
参

加
を
促
し

た
。

へ
の
慰
問
・
寄
贈
」、「
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

開
催
」、「
隠
れ
た
善
行
表
彰

該
当
者
の
発
掘
」、「
新
規
会

員
の
獲
得
」、「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
等
の
活
動
を
、
会
員

の
固
い
絆
と
団
結
に
よ
り
、

積
極
的
か
つ
継
続
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
を
全
会
一
致

で
決
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
祝
賀
・
懇

親
会
及
び
全
員
参
加
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
会
員
同

士
の
情
報
交
換
、
融
和
親
睦

を
深
め
合
い
ま
し
た
。

翌
日
の
六
日
に
は
、

二
十
八
名

が
参
加
し

た
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を

行
い
、会
員

間
の
絆
を

強
く
い
た

し
ま
し
た
。

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
網
走
支
部
）
片
桐
千
歳
、

三
枝
光
子
、
関
美
惠
子
、
西

田
真
知
子
、
藤
野
禮
子
、
南

幸
子
（
青
森
支
部
）
赤
牛
松

恵
（
弘
前
支
部
）
種
市
誠
、

石
岡
千
鶴
子
（
八
戸
支
部
）

在
家
利
博
（
宮
城
県
支
部
）

石
川
茂
則
、
大
槻
利
子
、
小

野
秀
一
、
加
川
師
亨
、
加
藤

文
雄
、
斎
藤
満
子
、
菅
野
け

い
子
、
鈴
木
正
己
、
反
保
文

子
、
森
山
英
子
、
吉
田
日
出

子
、
佐
々
木
い
み
子
（
宮
城

県
）佐
藤
カ
ズ
イ
、佐
藤
朔
男
、

佐
藤
節
男
（
秋
田
支
部
）
辻

匡
人
、
野
口
良
孝
（
福
島
県

支
部
）
大
内
ト
ミ
子
、
小
野

誠
一
、
草
野
佐
代
子
、
熊
田

博
美
、
高
橋
由
紀
雄
、
中
村

静
雄
（
山
形
県
支
部
）
石
澤

清
喜
（
米
沢
支
部
）
鈴
木
美

恵
子
、濱
田
正（
宇
都
宮
支
部
）

小
林
隆
、
田
中
香
代
、
中
塚

英
範
、
橋
本
欣
一
、
橋
本
幸

枝
、
廣
田
紀
昭
、
和
田
テ
ル

子
、
阿
久
津
良
行
、
加
藤
五

月
江
、
加
藤
範
義
、
斉
藤
英

時
（
高
崎
支
部
）
櫻
井
立
也
、

設
楽
祐
五
、
柴
山
八
千
代
、

西
田
勲
、
林
高
行
、
原
冨
美

子
、福
村
平
八
郎
、矢
嶋
裕
子
、

和
田
忠
文
（
前
橋
支
部
）
角

田
有
司
、
木
島
貴
枝
、
五
十

嵐
秀
子
、
金
井
六
合
子
、
金

藤
徳
久
、
近
藤
日
出
夫
、
斉

藤
節
子
、
竹
内
照
代
、
堤
佳

代
子
、
前
田
久
枝
（
埼
玉
県

支
部
）
大
河
内
裕
之
（
新
宿

支
部
）
河
内
幸
子
（
台
東
区

支
部
）
折
原
隆
、
河
原
祥
雄
、

五
島
進
、
笹
生
貞
介
、
篠
原

由
美
子
、
田
代
明
美
、
轟
豊

藏
、
馬
場
洋
介
、
春
田
良
治
、

山
下
欽
司
、
稲
垣
拓
一
（
渋

谷
区
支
部
）
伊
藤
洋
子
、
上

田
恭
子
、
金
澤
健
二
、
神
田

香
久
雄
、
鈴
木
修
一
、千
葉
正

光
、ト
ラ
オ
レ
・
マ
ハ
マ
ド
ウ
、

長
谷
川
里
佳
、
長
谷
川
幹
子
、

布
田
功
治
、
山
崎
泰
明
（
豊

島
支
部
）
後
藤
昭
司
、
河
畑

洋
子
（
北
区
支
部
）
前
田
益

男
（
板
橋
区
）
小
山
え
つ
子

（
浜
松
支
部
）
渥
美
昇
亮
、
清

水
絹
代
、
長
谷
恵
美
子
、
上

田
恵
子
、
㈱
丸
富
建
綜
太
田

順
子
、
古
賀
玲
子
（
愛
知
県

支
部
）近
藤
洋
令
、久
野
幸
子
、

北
條
婦
美
子
、
堀
内
ゆ
き
子
、

枡
井
多
津
子
（
京
都
府
支
部
）

片
岡
恭
子
、種
子
田
隆
男
（
大

阪
府
支
部
）
植
田
多
恵
子
、

貞
野
幸
子
、
高
田
武
雄
、
平

田
文
子
、
本
並
敏
行
（
兵
庫

県
支
部
）
三
浦
富
士
子
、
八

木
佐
和
子
、
曽
根
千
代
美
、

三
枝
實
、
小
路
力
子
、
吉
岡

志
津
子
、後
藤
崇
、佐
藤
和
弘
、

中
嶋
久
美
、
後
藤
政
博
（
広

島
県
）
薬
本
光
明
（
福
岡
県

福
岡
支
部
）
上
田
秀
之
、
西

山
敏
幸
、
村
方
章
、
本
村
和

子
、
本
村
博
史
、
高
山
瑞
夫
、

田
中
秀
次
（
福
岡
県
筑
後
支

部
）
浦
博
宣
、
浦
善
信
、
遠

藤
博
昭
、
岡
本
雅
子
、
河
野

竹
美
、
善
英
隆
、
徳
永
清
美
、

橋
爪
房
義
、
原
勝
明
、
山
田

良
治
（
福
岡
県
北
九
州
支
部
）

大
内
マ
ツ
ノ
、
木
村
嘉
穐
、

長
野
繁
蜜
（
福
岡
県
筑
豊
支

部
）
原
田
清
高
、
古
野
貴
史
、

棟
形
美
智
子
、渡
邉
芳
光
（
長

崎
県
佐
世
保
支
部
）
尾
崎
嘉

弘
、
貴
島
和
子
、
古
賀
勝
敏
、

貞
松
馨
、
中
嶋
高
繁
、
長
野

幸
子
、
久
野
さ
と
し
、
福
田

蒼
美
、
本
田
敬
藏
、
𠮷
浦
俊

行
（
大
分
支
部
）
伊
藤
政
子
、

片
山
法
人
、
利
光
辰
男
、
野

崎
悦
子
、
裸
野
將
紀
、
三
重

野
昭
子
（
宮
崎
県
延
岡
支
部
）

富
山
喜
平
（
鹿
児
島
県
財
部

支
部
）
川
添
義
一
、
竹
之
下

和
恵
、
棚
木
原
チ
ヨ
子
、
徳

丸
真
子
、
堀
内
祐
子
（
平
成

28
年
１
月
〜
平
成
28
年
６
月

末
日
迄
入
会
者
）

会
員
の
声

 

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
で

子
ど
も
達
と
顔
な
じ

み
に
‼

　

長
野
県
長
野
市

　
　
　
　

伊
藤　

ひ
で

　
　
　
　
　
（
本
部
会
員
）

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
に
悲

惨
な
事
件
が
お
き
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
世
の
中
で
は
い
け
な

い
。「子

ど
も
達
を
守
る
」「
弱
者

を
守
り
た
い
」
か
ら
の
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
で
し
た
。
今
は

す
っ
か
り
私
の
生
活
の
一
部

分
を
占
め
て
い
ま
す
。
青
色

回
転
灯
を
装
着
し
て
の
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
と
声
の
パ
ト
ロ
ー

ル
、
Ｃ
Ｄ
に
吹
き
込
ん
だ
物
を

ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て
一
般
住

民
に
呼
び
か
け
る
、
広
報
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
、
必
ず
同
乗
者
と

共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル
時
は
必
ず
声
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

声
か
け
を
す
る
事
に
依
っ

て
、
子
ど
も
達
か
ら
、
励
ま
さ

れ
る
事
が
多
く
学
校
帰
り
の
児

童
と
は
顔
な
じ
み
と
な
り
ま
し

た
。広

報
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
音
を
聞
い
て

外
へ
か
け
出
し
て
来
る
人
あ

り
、
思
わ
ず
手
を
振
り
返
し
心

地
良
い
ひ
と
と
き
で
す
。

特
殊
詐
欺
の
啓
発
に
も
力
を

入
れ
、「
お
金
を
伴
う
電
話
は

詐
欺
で
す
。」「
必
ず
元
の
電
話

へ
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。」

い
つ
も
弱
者
が
ね
ら
わ
れ
て

い
ま
す
。

自
分
を
守
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
家
族
を
守
る
、
地
域
を
守

る
、
明
る
く
暮

ら
し
良
い
社
会

で
あ
り
ま
す
よ

う
に
と
願
い
つ

つ
、
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
楽
し

み
な
が
ら
行
っ

て
て
い
ま
す
。

「
第
四
回
日
本
善
行
会

創
立
八
十
周
年
記
念
事

業
準
備
委
員
会
」
及

び
「
第
三
回
八
〇
年
の

あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」

第
四
回
の
「
日
本
善
行
会

創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
準

備
委
員
会
」
と
第
三
回
の

「
八
〇
年
の
あ
ゆ
み
編
集
委

員
会
」
が
、
七
月
二
十
七
日

に
開
催
さ
れ
た
。

「
記
念
事
業
準
備
委
員
会
」

で
は
、
記
念
品
を
男
性
は
ネ

ク
タ
イ
と
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
ほ
か
記
念
式
典
、
祝

賀
会
の
内
容
等
に
つ
い
て
検

討
が
行
わ
れ
た
。

「
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」
で

は
、「
八
十
年
の
あ
ゆ
み
」
に

つ
い
て
、
Ａ
４
、
ハ
ー
ド
カ

バ
ー
、
二
五
〇
ペ
ー
ジ
程
度
、

二
〇
〇
〇
部
印
刷
と
す
る
な

ど
の
基
本
的
事
項
が
決
定
さ

れ
た
。

次
回
の「
準
備
委
員
会
」は
、

八
月
二
十
九
日
に
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
あ

ゆ
み
」
に
つ
い
て
は
、
当
面

少
数
の
メ
ン
バ
ー
で
原
稿
作

成
等
の
編
集
作
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
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